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はじめに 
避難所での暮らしは、限られたスペースでの共同生活であり、ペットの飼い主と飼

育していない人のお互いの理解が必要です。動物が苦手な人やアレルギーを持ってい

る人へ配慮し、人と動物が少しでも気持ちよく過ごせるようにしましょう。 

また、ペット同行避難を適切かつ円滑に行うためには、日頃からの心構えや備えが

重要です。しっかりと具体的に準備をして、避難所におけるペットの受け入れ及び飼

育管理を適切に対応し、ペットをめぐるトラブルを最小化できるようにしましょう。 

 

1.災害発生時の心構え 
・突然の災害でペットもパニックになります。いつもと違う行動を取る場合も十分 

考えられるので、ペットを落ち着かせるとともに、逃げ出しやケガなどに気をつ 

けましょう。 

 ・災害発生時にペットと離れて行動していた場合は、自分自身の被災状況、自宅ま 

での距離、移動手段の有無等を考慮して、飼い主自身でペットを避難させることが 

できるか適切に判断しましょう。 

・避難した後の給餌、清掃等の管理、苦情対応は飼い主が責任をもって対応しなけ 

ればなりません。また、避難所は避難所としての機能終了後、元の用途に使用され 

るため、退去する際は臭いや汚れが残らないように床面や壁面の清掃し現状復旧を 

しましょう。 

 

2.災害時に発生したペットに関わる事例 
・ペット避難の不安（環境変化によるペットのストレス、寒さや暑さの心配、鳴き 

声等による苦情等）から飼い主が避難をせず、その後の救助が難しくなった。 

・ペットを自宅において避難し、その後ペットを迎えに自宅へ戻った際、飼い主が 

二次被害に遭遇した。 

・外に放したペットが人にケガをさせた。 

・ペットを外に放したため、放浪や繁殖により復旧に支障をきたした。 
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ペット同行避難とは 

１ 同行避難と同伴避難の違い 

 ・災害時にペットを連れて安全な場所へ避難すること。ペット飼育スペースと飼い 

主の生活スペースは別となる。（盲導犬等の特別な理由がある場合は、個室等によ 

り同じスペースで生活可能。） 
   

※ペット飼育スペースへの受け入れにはケージやリードが必要です。ケージやリ 

ードが無い場合は自家用車の中へ車中避難させてください。 

 

 

２ 受入可能なペットの種類 

  ・犬、猫、小鳥など（哺乳類、鳥類、爬虫類等）の小動物が同行避難できます。

人に危害を与える恐れのある大型動物や危険動物、温度管理等の特別な管理が必

要な動物は受け入れることができません。 

 

 

 ３ 飼い主が準備すること 
 

  物資について 

・災害時は人命が優先されるため、ペット用の支援物資が届くには時間がかかり 

ます。そのため、ペット同行避難の際に必要なものは飼い主が準備しなければな 

りません。下記について、事前に確認や準備を行ってください。 

   確認事項…ペット同行避難所の位置を確認、ペット避難場所の位置を確認 

   必要物品…キャリーバッグやケージ、リード、ペットフード、水、食器、トイ 

レ用品、ガムテープ、バスタオル、新聞紙、ブルーシート等（ケージ 

目隠しや寒さ対策に使用） 
 

※食料や消耗品は少なくとも5日分は用意しておきましょう。 

   

  しつけと健康管理について 

・避難所へのペット同行避難とその後の避難生活に適応できるように、日頃から 

必要な「しつけ」をして、集団生活を見越した健康管理も行いましょう。 

1.キャリーバッグやケージに入ることを嫌がらないように日頃から慣らして 

おく。 

   2.不必要に吠えない、鳴かないようにしつける。 

   3.人や他の動物を怖がったり、攻撃的にならないようにする。 

4.決められた場所に排泄できるようにする。 

5.病気や寄生虫などの予防、駆除をしておく。 

6.不妊・去勢手術をしておく。 
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ペットが迷子にならないための対策 

    ・災害時にはやむを得ずペットを残して避難したり、ペットとはぐれてしまう場 

合もあるので、保護された際に飼い主の元へ戻れるよう、飼い主の情報を明示し 

た首輪や名札、マイクロチップ等の装着をしましょう。 

 

  ペット同行避難訓練について 

・ペットをケージに入れて実際に避難所へ行ってみましょう。避難を疑似体験す 

ることで課題が明確化し、準備不足を避けることができ、実際の避難の際も落ち 

着いて行動できます。 
 

※避難訓練でのチェックポイント 

・準備開始から避難所までの所要時間 

・避難経路の危険な場所の有無 

・通行できないときの迂回路 

 

 

 4 避難所に到着したら 
 

受付について 

・避難所へ入る際には受付が必要となります。受付は混雑することが予想されま 

すので、ペットは自家用車内や避難所の外に一時的に置いて、飼い主だけで受付 

に来ましょう。受付の際にはペット同行避難してきたことを伝え、「別紙 様式 

4ペット登録台帳」にペットや飼い主の情報を記載しましょう。記載が終わった 

ら、「別紙 ペットの飼育について」を受け取り、ルールなどを確認しましょう。 

最後に飼育スペースの場所を確認して、ペットを避難させましょう。 

 

避難後の預け先について 

  ・避難所での生活は、飼い主、他の避難者、ペットのいずれにとっても大きな負 

  担となります。早い段階でペットだけでも、より良い環境（親戚宅や知人宅等） 

  となる預け先を見つけ、移動させることも有効な手段です。 
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ペット同行避難所一覧 

 避難所名 ペット避難場所 

1 安田交流センター 安田支所第4車庫 

2 安田中学校体育館 資材置き場、駐輪場 

3 京ヶ瀬中学校体育館 京ヶ瀬支所車庫 

4 京ヶ瀬小学校体育館 旧京ヶ瀬分遣所車庫 

5 水原総合体育館 阿賀野市役所公用車車庫 

6 水原公民館 駐輪場、資材倉庫 

7 ふれあい会館 笹神支所１階車庫 

8 笹神体育館 2階バルコニー 

 

 

 

 
 

 

 

ペット登録台帳 

番

号 

 
ペット名 

 
種類 

 
品種 

 
性別・避妊
の有無 

特徴 
(毛色・体格・迷子札等) 

犬のみ記入  
飼い主の連絡先 

 
受付担当記入欄 

市の登録 狂犬病接種 
記

入

例 
ポチ 犬 雑種 

オス 

去勢済 

茶色 (白と黒の混

毛) 

中型 迷子札あり 

 
登録済 
・ 

していない 

 
注射済 
・ 

していない 

氏名：水原 太郎 グルー

プ名 

入
所
日 

退 
所 
日 電話：０８０－１１１１－２２２２ 

      
 

登録済 
・ 

していない 

 
注射済 
・ 

していない 

氏名：   
/ 

 
/ 

電話： 

      
 

登録済 
・ 

していない 

 
注射済 
・ 

していない 

氏名：   
/ 

 
/ 電話： 

      
 

登録済 
・ 

していない 

 
注射済 
・ 

していない 

氏名：   
/ 

 
/ 

電話： 

      
 

登録済 
・ 

していない 

 
注射済 
・ 

していない 

氏名：   
/ 

 
/ 

電話： 

      
 

登録済 
・ 

していない 

 
注射済 
・ 

していない 

氏名：   
/ 

 
/ 

電話： 

      
 

登録済 
・ 

していない 

 
注射済 
・ 

していない 

氏名：   
/ 

 
/ 

電話： 

      
 

登録済 
・ 

していない 

 
注射済 
・ 

していない 

氏名：   
/ 

 
/ 電話： 

      
 

登録済 
・ 

していない 

 
注射済 
・ 

していない 

氏名：   
/ 

 
/ 電話： 

      
 

登録済 
・ 

していない 

 
注射済 
・ 

していない 

氏名：   
/ 

 
/ 

電話： 

      
 

登録済 
・ 

していない 

 
注射済 
・ 

していない 

氏名：   
/ 

 
/ 

電話： 

様式４ 

  
避難所名 
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ペットの飼い主の皆さんへ 
 

ペットの飼育について 
 

避難所では多くの人たちが共同で生活しています。 

 避難所でペットを飼育するためには、次のことを守ってください。 
 

 

・ペットを避難所の中に入れることを禁止します。（盲導犬等、特別な理由がある場 

合は個室等により室内で飼育できるように対応します。） 

 

・ペットは、他の避難所利用者の理解と協力のもと、飼い主が責任をもって飼育する 

ことを原則とします。 

 

・ペットは指定された場所にリードでつなぐか、ケージの中で飼ってください。リー

ドやケージが無い場合は、自家用車の中へ車中避難させてください。 

 

・犬や猫などの種類ごとに、飼育スペースを区分して利用してください。 

 

・ペットの飼育場所は、飼い主の手によって常に清潔にし、必要に応じて消毒を行っ 

てください。 

 

・ペットの食料や飼育に必要な資材は、飼い主が用意してください。また、給餌の時

間を決め、その都度きれいに片づけてください。 

 

・ペットによる苦情、危害防止に努めてください。 

 

・ノミの駆除に努めてください。 

 

・運動やブラッシングは、必ず屋外で行ってください。 

 

・ペットの関係で、他の避難所利用者との間でトラブルが発生した場合、避難所から 

退去していただく場合があります。 

 

・飼育困難な場合は、下越動物保護管理センターに相談してください。 

 

 

 

 

 

※大規模災害により避難生活が長期化する場合は、避難生活を共にする飼い主同士で

「飼い主の会（仮称）」を立ち上げ、避難所担当職員と施設管理者を交えて避難所の

実情に合わせた詳細な飼育ルールを作ってください。 

 

下越動物保護管理センターの連絡先 

０２５４－２４－０２０７ 
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安田地区ペット同行避難所　安田交流センター

赤枠…安田交流センター(収容数369人)

黄枠…ペット同行避難場所【安田支所第4車庫】
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安田地区ペット同行避難所　安田中学校体育館

赤枠…安田中学校体育館(収容数517人)

黄枠…ペット同行避難場所【資材置き場、駐輪場】
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京ヶ瀬地区ペット同行避難所　京ヶ瀬中学校体育館

赤枠…京ヶ瀬中学校体育館(収容数747人)

黄枠…ペット同行避難場所【京ヶ瀬支所車庫】
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京ヶ瀬地区ペット同行避難所　京ヶ瀬小学校体育館

赤枠…京ヶ瀬小学校体育館(収容数548人)

黄枠…ペット同行避難場所【旧京ヶ瀬分遣所車庫】
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水原地区ペット同行避難所　水原総合体育館

赤枠…水原総合体育館(収容数1030人)

黄枠…ペット同行避難場所【阿賀野市役所公用車車庫】
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水原地区ペット同行避難所　水原公民館

赤枠…水原公民館(収容数372人)

黄枠…ペット同行避難場所【駐輪場、資材倉庫】
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笹神地区ペット同行避難所　ふれあい会館

赤枠…ふれあい会館(収容数310人)

黄枠…ペット同行避難場所【笹神支所車庫】
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笹神地区ペット同行避難所　笹神体育館

赤枠…笹神体育館(収容数872人)

黄枠…ペット同行避難場所【2階バルコニー】


